
様式１ 
 

学校名 山形県立加茂水産高等学校 

 

平成２８年度スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール 

事業計画書 
 
Ⅰ 委託事業の内容 
 １．研究開発課題名 
   海を 活かす 守る 興す 人づくり 
   ～地域再生の原動力 LIR（Local Inclusive Regeneration）創造プロジェクト～ 
   中型実習船『鳥海丸』を効果的に活用し、学校の活性化を図るとともに、地域に貢献するため 

のアグレッシブな〔地域再生の原動力〕たる水産教育の実践 
 
 ２．研究の目的 
  海の恵みがより必要とされるこれからの時代に対応し、水産・海洋に関する基本的知識と技術を

身につけ、その分野の産業の発展と地域社会に貢献できる心豊かなたくましい人間を育成する。 
 Ａ「海を活かす人づくり」～Take advantage of the sea～ 
  「海・船・水産物のプロフェッショナル」として地域に貢献できる人づくりを行う。 

  特に加茂水族館との連携を強め、海の恵みの重要性を伝えることができる人材を育成する。 
 Ｂ「海を守る人づくり」～Protect the sea～ 
  豊かな海を継承するため、地域の環境保全と水産業の振興・地域の活性化に積極的に取組む人材

を育成する。 
 Ｃ「海を興す人づくり」～Take action for the sea～ 
  地域の漁法や食文化を継承しつつ、自らの創意工夫によって地域と連携し、水産業に貢献できる

人材を育成する。 
  

３．実施期間 
      契約日から平成２９年３月１５日まで 
  

４．当該年度における実施計画 
Ａ－１ 窒素氷の活用による地域課題解決型学習の推進 

ア 窒素氷製造プラント研修 

目

標 
窒素氷製造プラントの知識と技術を習得し、適切に活用できる力が身についている。 

窒素氷開発・実験に協力した弘前大学の麓准教授の研究室を訪問し、窒素氷や氷の状態による

特性を学ぶ。実施時期は８月を予定している。 

イ 窒素氷の効果と活用に関わる研究 



目

標 
窒素氷の性質と効果に関する知識を習得し、適切に活用できる力が身についている。 

前項アの研修を基に、地元の漁師と連携して、ホッコクアカエビの鮮度保持実験を行う。さら

に、内陸地方の産業高校と連携してホッコクアカエビを流通させ、効果を検証する。庄内のホッ

コクアカエビが旬となる１１月を予定している。 

Ａ－２ 地域に密着し安全で安心な新水産加工品の開発 

ア 地域の食材を使った特産品の開発  

目

標 
加工品開発に必要な課題の発見とその解決に必要な力が身についている。 

 本校のある加茂地区には、主な生産物として紅ズワイガニが多く水揚げされており、本校の実

習船鳥海丸においてカニ篭漁業実習を実施しているが、知名度が高いとは言い難いため、この原

料を使った地域の特産品の開発が望まれる。昨年度はカニ飯の素を開発し、カニ殻も含めた有効

活用の方法を模索している。今年度は、食品分析を行い、カニ殻の利活用を含めた更なる研究を

発展させる。 

イ 加茂地区整備構想への積極的参加 

目

標 
地域の発展に自ら貢献することができる力がついている。 

加茂地区整備構想について話合う地域の会合に本校教職員と生徒が参加して意見交換を行い、

地域振興のために高校生として積極的に意見やアイデアを提案する。また、活動が具体化した場

合、協力体制を築きながら参加する。 

Ａ－３ 新加茂水族館に対応した学校設定科目での連携強化 

ア 新水族館に対応した１年間のプログラム検討と試行 

目

標 
海洋生物の飼育や展示に関する基礎的な知識と技術が身についている。 

海洋資源科３年アクアライフ系を対象とした学校設定科目『水族館学概論』において、加茂水

族館と連携して引き続き実習を行う。昨年の懸案事項であった繁忙期で館内に入れない場合の対

応等について検証し、年間を通じた活動ができるようにする。また、授業研究の成果を研究会等

で他の水産系高等学校へ発信していく。 

イ 水族館学概論と資源増殖・総合実習の連携強化 

目

標 
新水族館のガイドに必要な社会性やコミュニケーション能力が身についている。 

水族館内に設置してある本県庄内地域特産のハタハタ専用水槽を利用し、昨年放流した稚魚を

育成する。本事業の最終年度には、水族館で親魚に成長したハタハタを用いて種苗生産を行うこ

とで、完全養殖のサイクルを完成させる。一連のテーマを持った活動をとおして資源増殖に関わ

る興味・関心を高め、アクティブ・ラーニング等の手法を用いて知識・技能の定着につなげる。 

ウ 水族館を取り巻く環境の総合的研究 

目

標 
水族館を取り巻く環境を多様な視点で考える力が身についている。 

 



神奈川県藤沢市にある新江ノ島水族館を訪問し、深海生物の長期飼育技術やＪＡＭＳＴＥＣと

連携した研究活動などを学ぶ。実施時期は１１月を予定している。また、山形県鶴岡市と姉妹都

市である鹿児島市には、南西諸島に生息する５００種類にも及ぶ海洋生物について特徴のある展

示を行う「いおワールド かごしま水族館」がある。多様な飼育技術を学ぶために職員研修を行

う。合わせて、福岡県宗像市のマリンバイオテクノロジー(株)が有する二酸化炭素を利用した高

密度活魚輸送技術を学ぶための研修も実施する。実施時期は１０月以降を予定している。 

Ａ－４ 産学官連携による水産業担い手育成プログラムの開発と実践・検証 

ア 定置網漁業及び底引き網漁業体験を研究の段階へ引き上げ  

目

標 
漁業体験で自ら課題を発見し、主体的に解決しようとする実践的な力が身についている。 

漁獲物の鮮度保持（窒素氷と海水氷による比較等）、生け締め、神経抜き、血抜きなどを研究し、

定置網で漁獲される魚に応用する。 

イ 各調査機関及び山形県漁業協同組合との連携 

目

標 

漁業者との連携による調査を通じて、産業現場の現状を理解し、進路選択に活かすことがで

きる。 

(ｱ)イカ資源調査６月～７月 

海洋技術科２年航海系乗船実習において、日本海区水産研究所及び北海道区水産研究所と連

携し、日本海及び太平洋海域でのイカ資源調査を実施する。 

(ｲ)日本海クロマグロ調査及び定点観測調査 

海洋技術科２年航海系の乗船実習において、山形県水産試験場と連携し、日本海海域におけ

るクロマグロ調査を実施する。また、調査手法とデータ処理方法を水産試験場の研究員から学

び、冬季に実施している定点観測の結果を加え、クロマグロの研究結果をまとめ、成果報告会

で発表する。  

(ｳ)山形県漁業協同組合の活動についての講演会 

１年生を対象に、山形県漁業協同組合による浜の活力再生プラン（山形県水産業再生委員会

を中心とする漁業収入向上と漁業コスト削減に向けた取組み）について講演会を開催する。 

Ｂ－１ 海洋資源保全に貢献できる学習と研究 

ア 地域の環境保全活動の実施 

目

標 
地域の海洋環境保全と水産振興に貢献する力が身についている。 

海洋資源科３年アクアライフ系課題研究班による加茂地区の海洋資源保全と魚類相調査研究を

継続し、地域の海洋環境保全と水産振興に貢献する。 

イ 水産生物部による研究活動の教科への展開と活用 

目 

標 
研究活動を通じて、専門教科の学習成果を活用し、協働する力が身についている。 

 (ｱ)淡水性ハゼ科魚類ウキゴリ類の継続研究 

ウキゴリ類の生息域が図鑑と異なるなど、これまで知られていない生態について毎年新たな知

見を得ており、山形県高等学校科学系部研究発表会において毎年上位入賞している。今年度は全 

国高等学校総合文化祭自然科学部門への出場を目指す。 



 (ｲ) 新しい藻場造成法の研究 

海藻が減少する「磯焼け現象」の改善を目的に考案した、プラスチックバンドとチェーンアン

カーを活用して低コストで海藻を確実に定着させる方法をについて、研究を継続する。また、昨

年度海洋資源科アクアライフ系の課題研究で実践した岩のりの研究について、水産生物部で継承

して研究する。 

ウ 地域貢献活動の推進～種苗生産・育成と放流活動の推進 

目

標 
海洋生物及び資源増殖に関する知識と技術の習得と表現する力が身についている。 

(ｱ) アワビ稚貝放流事業 

 海洋資源科３年アクアライフ系の科目『資源増殖』で、三瀬栽培センターで種苗生産した稚

貝を栽培漁業実習室で中間育成し、放流する。 

(ｲ)ヒラメの稚魚放流事業 

海洋資源科３年アクアライフ系の科目『資源増殖』で、三瀬栽培センターで種苗生産した稚

魚を栽培漁業実習室で中間育成し、小学生とともに放流する。 

 (ｳ) クロダイ稚魚放流事業 

海洋資源科３年アクアライフ系の科目『資源増殖』で、三瀬栽培センターで種苗生産した稚

魚を栽培漁業実習室で中間育成し、小学生とともに放流する。連携先の地域小学校へは、生徒

が先生として出前授業を実施する。実施時期は１１月～１２月を予定している。 

Ｂ－２ 海洋教育による幼児期からの水産キャリア教育 

ア 山形県の海洋教育促進拠点の形成      

目

標 

海洋教育促進拠点の活動をとおして、コミュニケーション能力や判断力、自主的に行動する

力が身についている。 

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターの「海洋教育促進拠点」として、山形県

の海洋教育普及促進に取り組んでいく。具体的には、海洋教育プログラム（マリンスポーツ、磯

採集、カッター乗船、魚介類の飼育等）を作成し、本校生徒が先生として小・中学生の指導補助

にあたる。また、少年自然の家・加茂水族館・水産試験場・加茂小学校などとの協力体制も確立

する。 

本校及び海洋教育研究会が行う海洋教育（体験型、学習型）の指導補助として年間を通して協

力できる体制を確立し、山形県の海洋教育の促進に取り組む。 

海洋教育促進拠点の形成について、以下の教員・生徒研修を実施する。 

① 海洋教育促進拠点での活動をまとめ、海洋教育サミットに参加する。（１２月） 

② 海洋教育の先進地である神奈川県逗子市逗子開成中学校・高等学校及び岩手県洋野町教育委員

会における研修（８月及び９月） 

 

イ アクティブラーニング型学習を取り入れた藻場復活のための活動 

目

標 

藻場復活のための活動をとおして、コミュニケーション能力や判断力、自主的に行動する力

が身についている。 

海洋資源科３年アクアライフ系の科目『資源増殖』において、小波渡地区漁業者及び県庄内総合

支庁水産振興課と連携し、ダイビングの技術を活かして、ウニや巻き貝の駆除を行ない、藻類の若

芽の食害を防止する。 



ウ 地域と連携したボランティア活動（海浜清掃、魚の森保全活動等）の実施 

目 

標 

地域と連携したボランティア活動をとおして、コミュニケーション能力や判断力、自主的に行

動する力が身についている。 

 (ｱ)レインボービーチの清掃活動 

年２回、４月と１０月の１週間、本校に隣接するレインボービーチの清掃活動を地域の方々と

ともに実施する。 

(ｲ)魚の森保全活動 

鶴岡市、山形県漁協女性部、地元漁業者、油戸住民会等と連携し、７月に地先水面の水産資源

を増大させるために植樹作業を実施する。 

ボランティア活動に参加し、規定の時数に達した生徒に対しては、学校設定科目『海洋ボラン

ティア』の単位を認定する。 

Ｃ－１ 中型実習船を効果的に活用した特色ある教育実践 

ア 窒素氷と窒素氷製造プラント、輸送に係る研究 

目

標 
流通現場の研修をとおして、産業現場の課題を把握する力が身についている。 

①海洋資源科２年食品系 海洋資源活用航海：8/21～8/27 

北海道小樽港に入港した際、魚市場研修及び最新鋭の食品工場研修を取り入れることで夏場の

鮮魚輸送の実際と流通方法及び先進的な食品製造についての学習を行う。 

海洋資源科３年食品系の総合実習、課題研究において、サンマ節の製品化に向け、宮城県での

研修を実施する。また、鰹節製造工場及びサンマ節を手がける製造工場での教員研修を行う。時

期はサンマが北上するシーズンを見極め実施する。 

②海洋技術科３年工学系科目「課題研究」における研究：4 月～1 月 

目

標 

窒素氷を活用した流通方法の研究をとおして、課題の発見とその解決方法について考える力

が身についている。 

窒素氷及び窒素氷製造プラントと実習船鳥海丸における活用の研究を継続し、株式会社昭和冷

凍プラントと連携し、窒素氷ネットワークの構築に向けた研究を発展させる。 

③海洋技術科３年工学系科目「課題研究」における研究〈Bluetooth 及び CAD の活用に関わる研

究〉 

目

標 
実際に学習成果を活用する力とコミュニケーション能力が身についている。 

パソコンと電光掲示板を Bluetooth で運用する技術について、他のＳＰＨ指定校や今後指定さ

れる高校で活用できるよう研究する。 

電光掲示板に関わる知識や応用力を高めるために千葉県八千代市にある(株)シスタック及び電

光掲示板設置個所の視察を行う。また、教員の指導力を高めるため、東京都世田谷区にある CAD

ソフト制作会社ムトーアイテックス(株)及び都内 CAD ソフト運用会社の視察研修を行う。 

イ 漁獲物の未利用資源を活用し、水産物の６次産業化に対応した学習と研究の推進 

目

標 
サンマや紅ズワイガニの製品開発の研究をとおして、探究する力が身についている。 

海洋資源科３年食品系の科目『課題研究』において、実習船の漁獲物を利用した新製品の開発



を継続して行う。特に、サンマや紅ズワイガニを利用した新製品開発に力を入れる。また、鶴岡

市由良の魚粉製造工場及び宮城県気仙沼にあるサンマ節の製造工場、特産物の製造工場等と連携

し、新製品開発のための教員・生徒研修を行う。 

ウ 加茂水族館との連携（海洋資源科２年アクアライフ系海洋資源調査航海：8/30～9/8） 

目

標 
海洋資源調査に必要なダイビングの知識と技術が身についている。 

イカ生産、カニ篭漁業及びダイビング技術の習得を目標に行う海洋資源科２年アクアライフ系

の航海において、底釣りによって釣り上げた活魚を加茂水族館に輸送し、展示海洋生物を供給す

る等、水族館学概論の授業と連携させる。 

また、３年次の藻場復活の研究におけるウニや巻貝駆除の準備として、海中におけるダイビン

グ技術の知識と技術を習得させる。 

Ｃ－２ メタンハイドレートの研究（海洋技術科２年航海系総合実習航海：５月～７月） 

目

標 

新たな海洋資源に対する興味・関心を高めるとともに、水産漁業との関わり方を考える力が

身についている。 

昨年のメタンハイドレートの研究結果をもとに、深海探査機「江戸っ子１号」を利用して海底

を探査し、海底に生息する海洋生物の分析や水産業との関わりを研究する。実施時期は７月２０

日前後を予定している。 

Ｃ－３ 総合実習・課題研究等による伝承漁法や漁具の改善と実践研究 

目

標 

地域漁業の現状を把握し、課題の発見とその解決の研究を通じてプレゼンテーション能力が

身についている。 

海洋技術科３年航海系の科目『課題研究』において、地元漁師と連携し、地域伝承漁具・漁法

の研究に取り組む。また、小規模な定置網の製作も視野に、山形県飽海郡遊佐町の定置網を参考

に県内漁業の現状を研究する。さらに、秋田県男鹿市の特色ある漁業として、多種多様な漁獲物

の迅速選別・高品質保蔵、省エネに配慮した改革型漁船と、流木や大型クラゲ被害対策も講じた

高価格魚を選択漁獲する改革型漁具、高品質 ・高鮮度の魚を生産し、収益性の高い新たな定置網

経営モデルを視察する。実施時期は１０月を予定している。 

● 安全管理・安全指導について 

ア 実習船における安全管理・安全指導 

①乗組員の技量向上への配慮 

目 

標 
必要な知識や技量が得られ生徒への指導力が高まっている。 

新たな取り組みや、新たな作業が発生する前に、安全教育や講習会等に参加させ、必要な技量

や知識が獲得できる体制を確立し、生徒への指導力を高める。 

②実習時の安全指導に対する体制づくり  

目 

標 
効果的な視察が実行され、ＫＹＴ活動が船内に行き届いている。 

新たな取り組みや実習内容については乗組員を現地に派遣するとともに、視察や調査を行い、安

全を確保する。ＫＹＴ活動を取り入れ、想定外の危険にも対処できる体制を確立する。 

 イ 実験・実習における安全管理・安全指導 



  ①事前・事後指導と設備点検 

目 

標 
効果的な事前・事後指導が実施され、設備の点検がなされている。 

水産におけるすべての実験・実習においては、生徒の安全に十分留意し、事前・事後指導を徹

底するとともに、設備や器具等の点検整備に万全を期す。 

  ②生徒への安全教育 

目 

標 
生徒が安全意識を持つよう安全指導がなされている。 

生徒への安全教育に力を入れ、卒業後は自ら安全管理が行える知識と技術を習得させる。 

  

５．実施体制 
（１）研究担当者 

  氏  名 職 名 役割分担・担当教課 

佐藤  淳 校  長 研究推進委員長 
小松 幸樹 教  頭 研究推進副委員長 
霜越  勤 事 務 長 研究推進副委員長 
板垣 寿勇 教  諭 事業総括担当・水産 
佐藤 久哉 教  諭 水産科総括・実習船担当・水産 
土田 洋輔 教  諭 普通科総括・進路課担当・保健体育 
飯野 隆行 教  諭 海洋技術科工学系統括・水産 
池田 修治 教  諭 海洋技術科工学系担当・水産 
佐藤 勝則 教  諭 海洋技術科航海系統括・水産 
泉山  史 教  諭 海洋資源科統括・水産 
水野 貴雄 教  諭 海洋資源科食品系統括・水産 

小松  正 教  諭 海洋技術科工学系担当・水産 
佐藤  亘 教  諭 海洋資源科アクアライフ系統括・水産 
佐藤 専寿 教  諭 海洋資源科アクアライフ系担当・水産生物部統括 

木村 和人 教  諭 海洋資源科アクアライフ系担当・水産 
白幡 賢治 主任実習教諭 海洋技術科航海系担当 
高橋  豪  実習講師 海洋技術科航海系担当 
佐藤  浩 主任実習教諭 海洋技術科工学系担当 
佐藤  良 主任実習教諭 海洋技術科工学系担当 
本間 伸栄 主任実習教諭 海洋資源科アクアライフ系担当・水産生物部担当 

神林  充 主任実習教諭 海洋資源科食品系担当 
小野寺将史 実習教諭 海洋資源科食品系担当 

 
 
（２）研究推進委員会 



  「（１）研究担当者」に同じ 
 
（３）校内における体制図 

 
 
                       研究の企画・運営・評価 
 
 
 
 
 
                       研究の実践・情報共有 
 
    
 

６．研究内容別実施時期 

 

１ 事業の実施日程 

事 業 項 目 
実 施 日 程  

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
Ａ－１窒素氷活用による地域課題解決型学習 

 

            

Ａ－２地元に密着し安全で安心な新水産加工品の開

発 

            

Ａ－３ 新加茂水族館に対応した学校設定科目での

連携強化 

            

Ａ－４ 産学官連携による水産業担い手育成プログ

ラムの開発と実践・検証 

            

Ｂ－１ 海洋資源保全に貢献できる学習と研究 

 

 

            

Ｂ－２ 海洋教育による幼児期からの水産キャリア

教育 

            

Ｃ－１ 中型実習船を効果的に活用した特色ある教

育実践 

 

            

Ｃ－２ メタンハイドレートの研究             

Ｃ－３ 総合実習・課題研究による伝承漁法や漁具

の改善と実践研究 

            

山形県立加茂水産高等学校ＳＰＨ研究推進委員会 

ＳＰＨプログラム 

Ａ「海を活かす人づくり」Take advantage of the sea 

Ｂ「海を守る人づくり」 Protect the sea 

Ｃ「海を興す人づくり」 Take action for the sea 

海洋技術科   海洋資源科   普通科 

課　題　研　究

課　題　研　究

課　題　研　究

課　題　研　究

課　題　研　究

食品工場研修

中間報告会

成果報告会

水族館学概論

海洋資源調査航海 水族館でのガイド実践

水族館研修

総合実習航海
スルメイカ資源調査

魚の森活動水開き清掃活動 水納め清掃活動

海洋資源調査航海
ダイビング研修 海洋教育サミット参加

サンマ節研修

コンテスト応募

☆窒素氷の研究

☆紅ズワイガニの有効活用

水産生物部活動の科目資源増殖への応用

☆山形県の海洋教育

☆サンマを原料とした新製品開発（サンマ節）　☆製造実習による廃棄物の再利用

☆メタンハイドレートの研究

山形県定置網の現状調査

中間報告会

中間報告会

中間報告会

中間報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

成果報告会

中間報告会

弘前大学研修 甘エビ実験

クロマグロ資源調査

天草サンマ節研修
CAD研修
電光掲示板研修

メタンハイドレート探索・撮影

☆定置網に関わる研究

定置網経営モデル研修

岩手県種市高校視察

☆アワビの食害調査　☆食物連鎖の解析課題研究２テーマ

課題研究３テーマ
☆電光掲示板の有効利用

☆水産資源調査

課　題　研　究



安全管理・安全指導（実習船） 

 

            

安全管理・安全指導（実験・実習） 

 

            

 

※ 実施時期は、事業計画書提出時のものであり、実際の事業着手は契約締結後とする。 

 

７．この事業に関連して補助金等を受けた実績 
 

補助金等の名称 交 付 者 交 付 額 交付年度 業務項目 
     

 
 ８．知的財産権の帰属 

※ いずれかに○を付すこと。なお、１．を選択する場合、契約締結時に所定様式の提出が必

要となるので留意のこと。 
（ ）１．知的財産権は受託者に帰属することを希望する。 
（○）２．知的財産権は全て文部科学省に譲渡する。 

 
 ９．再委託に関する事項 
   再委託業務の有無  有・無 

※有の場合、別紙３に詳細を記載のこと。 
 
Ⅱ 委託事業経費 
    別紙１に記載 
 
Ⅲ 事業連絡窓口等 
  別紙２に記載 

各種航海及び実習航海

各総合実習、教科内実習、インターンシップ

研究発表

研究協議会

安全管理研修各種実習下見


